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「立春」を迎えて 

～ これまでの自分を振り返り、さらに磨くために！ ～ 

「立春」と言えば２月４日、「節分」と言えば２月３日のイメージが強いですが、今年の

節分は２月２日、立春は２月３日でした。これは、地球が太陽を１周する時間が３６５日

ピッタリではないためです。立春を２月４日のままにしておくと、日にちと地球の位置が

ずれていくため、今年のように調整がなされるわけです。また、ご存じのように、立春の

前日が節分ですので、今年は立春も節分も共に通常より１日早く来たということになり

ます。ただ、立春が来ましたが、先週はこの季節一番の寒さでした。肌で感じる春が来る

のは、もうしばらくしてからのようですが、日の長さが少しずつ長くなっていることか

ら、確実に春に近づいているのを感じるのではないでしょうか。 

 

４日（火）に、全校朝会を行いました。「立春」にちなみ、学校によっては、よくこの時

期に行われる「立春式」について話をしました。立春式とは、１４歳になる中学２年生で

行われるお祝いの式のことです。昔、武士の社会では「元服」という大人になる儀式があ

りました。髪の形を変え、名前を変えて、そして責任のとり方まで教えていたそうです。

なぜこの年頃で行われるかというと、心や体も大人に近づいたということや法律の面で

もこれまでとは違う扱いになることがあるからのようです。ものごとの善し悪し、判断力

もついてくる時期に自分自身を見つめ、これからの生き方、人生について考えることは、

とても意義があります。 

 

節分の「節」は「ふし」とも呼びます。「ふし」がある代表的な植物に竹があります。子

供たちもすぐに気づいてくれました。竹は「ふし」があるから強い風に吹かれても折れに

くいそうです。節分を機に、自分の弱い心の部分を見つめ直し、心の鬼を退治すること

は、自分に成長できた「ふし」を刻むことになります。中学 2 年生のみならず、全校児

童生徒にも、「節分」「立春」を自分磨きのチャンスと捉え、竹のようにたくましく育って

くれることを願っています。 



【R６ 度島小中学校】  （テーマ）「自分磨き」  （合言葉）「Smile ＆ Challenge ＆ Life」  

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小３・４年 

なわとびチャレンジ大会！ 

５日（水）に、中学校において本年度最後の

授業参観・懇談会を行いました。たくさんの

保護者に学習の様子を見てもらったり、一緒

に活動してもらったりして、１年間の学びの

成長を感じていただくことができました。ま

た、懇談会においては、今年度の振り返りや

来年度の学級役員の選出の話合いをしてい

ただきました。次年度につながるよい締めく

くりとなりました。本年度の学級役員の皆様

１年間のお世話ありがとうございました。 

 

全体会においては、部活動の地域移行につ

いて、学校から話をさせていただきました。 

現在平戸市の中学生は７００人程度います。

１０年後には５００人程度に減ります。部活

動のままでいくと、各学校別では、活動が成

り立たなくなっていきます。地域クラブへの

移行は、「少子化」においても、生徒へスポ

ーツ活動、文化活動に親しむ機会を確保する

ことをねらいとしています。度島に合ったよ

りよい組織や方法を考えていかなければな

りません。次は、１９日（水）にある小学校

の懇談会でも話をいたします。 

小学生は、５日（水）に「なわとびチャ

レンジ大会」を行いました。５・６年生が

大会の方法を検討し、みんなが目標を持

って取り組めるように計画してくれまし

た。個人の部、チームの部があり、これま

で練習を重ねてきました。最初はうまく

跳べなかった１年生も、連続でリズムよ

く跳べるようになりました。体力の向上

が図られただけではなく、続けて取り組

むことで上達することや仲間と力を合わ

せることの気持ちよさを実感することが

できました。 

中学校の授業参観・懇談会ありがとうございました 
～ 部活動の地域移行についても話しました！ ～ 


